
事業番号 - - -

（ ）

孤独・孤立の問題は、地域・家庭・職場における人と人との「つながり」や人間関係の希薄化により、深刻化・顕在化している。また、今後の単身世帯や単身高齢世
帯の増加により、孤独・孤立の問題の更なる深刻化が懸念される。

令和6年度要求

-

-

-

408

(目)

(目)

(目)

3

82

孤独・孤立対策推進交付金

庁費

職員旅費

その他

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
-

主な増減理由（・要望額・予備費）

-

令和6年度要求

事業概要URL
-

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) -

323

-

執行率（％）
=(G)/(F)

- - -

孤独・孤立対策推進費

2023 府 新24 0010

内閣府

政策 -

事業の目的
（5行程度以内）

孤独・孤立対策においては、孤独・孤立の問題やそれらから生じ得るさらなる問題に至らないようにする「予防」の観点が重要であり、当事者や家族等が支援を求
める声を上げやすい社会を目指して取り組むとともに、孤独・孤立対策に取り組むNPO等の活動をきめ細かく支援し、官・民・NPO等の連携を強化する。

孤独・孤立対策推進法施行準備室
参事官　澤瀬　正明
参事官　松木　秀彰

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
孤独・孤立対策推進法（令和５年法律第45号）第３条

関係する
計画、通知等

孤独・孤立対策の重点計画（令和４年12月26日　孤独・孤立対
策推進会議決定）
経済財政運営と改革の基本方針2023 （令和５年６月16日閣議
決定）

事業名 孤独・孤立対策推進経費 担当部局庁 大臣官房 作成責任者

事業開始年度

施策 -

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

-

地域孤独・孤立対策推進事業のうち都道府県分　1/2
孤独・孤立対策担い手育成支援事業　2/3

令和6年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

-

-

408

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) - - - - 408

- - -

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

・我が国における孤独・孤立の実態を把握し、各府省における関連行政諸施策の基礎資料を得ることを目的として、孤独・孤立の実態把握に関する全国調査を実
施する。
・関係省庁及びＮＰＯ等と連携しながら孤独・孤立対策に関する施策を総合的に進めていくため、孤独・孤立対策官民連携プラットフォームにおいて、複合的・広域
的な連携強化活動（分科会の開催、自治体実務相談の実施）、孤独・孤立対策に関する全国的な普及活動（シンポジウムの開催）、情報共有・相互啓発活動（メー
ルマガジンの発信、孤独・孤立対策に資する調査など）を促進する。
・孤独・孤立対策の安定的・継続的な推進に向けて、地方における官・民・ＮＰＯ等の連携による孤独・孤立対策の推進を支援するとともに、孤独・孤立対策に取り
組むＮＰＯ等の運営能力の向上や活動基盤の整備に取り組む中間支援組織を支援する。

実施方法 委託・請負、補助

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) - - -

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

- - - -

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) - - - -

-

重要政策推進枠：408



成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

-

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

調査結果が孤独・孤立対策の関連行政諸施策の見直しにどのように反映されたかは、定量的な評価になじまないため

- - - -

目標値 - - - -

達成度 ％

調査結果を所定のスケジュールに基づ
き、遅滞なく公表する。

調査企画時に定めた公表ス
ケジュールの達成率

成果実績 件 - -

-

孤独・孤立の実態把握に関する全国調査

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 件

- -

-

活動目標 活動指標

-

年度

- -

定量的な成果指標 単位

件 -

目標年度
令和4年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

孤独・孤立の実態の把握
孤独・孤立の実態把握に関する
全国調査（人々のつながりに関
する基礎調査）の実施件数

活動実績

- 年度

より効果的な孤独・孤立対策の関連行
政諸施策の見直しへの活用

－

達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

令和2年度 令和3年度

-

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

-

-

-

-

調査結果を継続的に公表することで、経年分析も可能となり、データの有用性が高まる。これによって、より効果的な孤独・孤立対策の関連行政諸施策への見直し
に活用されることが考えられるため、成果目標（長期アウトカム）として設定した。

-

-％

-

目標値 件 -

- -

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

-

調査結果を各府省における孤独・孤立対策の関連行政諸施策の基礎資料として活用するためには、調査の実施と調査結果の公表を予定どおりに行うことが重要
であるため、成果目標として、「所定のスケジュールに基づき遅滞なく公表する」として設定した。

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

1- -

成果実績



アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

全国各地での官民連携の推進による孤独・孤立対策の質的な向上を定量的なアウトカムで示すことは困難なため。

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

-

- - - -

目標値 - - - - -

達成度 ％ - - - -

成果実績 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

- - - 500

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

「孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム」の加入状況に基づく。

↓
成果目標②-3の

設定理由
（長期アウトカム
へのつながり）

官民連携プラットフォームの規模拡大に伴い、全国各地での官民・民民の連携が広がり、より効果的な孤独・孤立対策が推進されることが期待できるため。

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

- 年度

全国各地に、孤独・孤立対策に関する
官民連携が広がり、地域における孤独・
孤立政策が充実する。

-

- - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

↓
成果目標②-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

全国の自治体及びNPO等支援団体が孤独・孤立対策官民連歴プラットフォームの取組に関心を持ち、プラットフォーム会員としての活動を通じて各地域での孤独・
孤立対策の取組みを推進するようになるため。

成果目標及び成果実績
②-2

（中期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

6 年度

「孤独・孤立対策官民連携プラットフォー
ム」会員数の増加。

「孤独・孤立対策官民連携プ
ラットフォーム」への参加団体
数

成果実績 団体数 - - - -

目標値 団体数

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

孤独・孤立政策がより効果的なものとなるよう、ＮＰＯ等との現場の実態等に関する情報の共有、提言等への反映により官民一体で孤独・孤立対策の取組を推進
することが求められているため。

成果目標及び成果実績
②-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

- 年度

「孤独・孤立対策に関する有識者会議」及び「孤
独・孤立対策推進会議」における審議等を経て、
孤独・孤立対策官民連携プラットフォームにおけ
る提言等について国の孤独・孤立政策の重点計
画に反映されるようにする。

提言等について国の孤独・孤
立対策に反映された件数

成果実績 件 - - - -

目標値 件 - - - -

達成度 ％

活動内容②
（アクティビティ）

ＮＰＯ等の連携

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

孤独・孤立対策官民連携プラットフォームに
おいて、孤独・孤立に係る課題等について
対応策等を議論し、提言等を行う。

孤独・孤立対策官民連携プ
ラットフォームにおいて提言等
を行った件数

活動実績 件 - - - - -

当初見込み 件 - - - - 3



成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ③について定性的なアウトカムを設定している理由

地方における官民連携の定着による孤独・孤立対策の充実の度合いを定量的なアウトカムで示すことは困難なため。

アクティビティ③についてアウトカムが複数設定できない理由

-

成果目標及び成果実績
③-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

- 年度

地方自治体において、孤独・孤立対策
に関する官民連携が定着し、地域にお
ける孤独・孤立対策が充実する。

-

成果実績 地域 - - - -

目標値 地域 - - - -

達成度 ％ - - - -

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

↓
成果目標③-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

地方自治体と民間団体が緊密に連携することによって、一層、孤独・孤立対策を推進することができるため｡

- 20

↓
成果目標③-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）
新しい政策分野である孤独・孤立対策の推進に当たっては、地方自治体の積極的な参画が不可欠であるため｡

成果目標及び成果実績
③-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

6 年度

補助を受けた地方自治体により地方版
孤独・孤立対策官民連携プラットフォー
ムが形成される。

地方版孤独・孤立対策官民連
携プラットフォームが形成され
た数

成果実績 地域 - - - -

目標値 地域 - - - 10

活動内容③
（アクティビティ）

地域孤独・孤立対策推進事業（孤独・孤立対策推進交付金）

↓

活動目標及び活動実績
③

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

地方自治体の孤独・孤立対策に資する
取組に対し補助を行う。

補助件数
活動実績 件 - - - - -

当初見込み 件 - - -



-

事業に関連する
ＫＰＩが定められ
ている閣議決定

等

名称

URL

該当箇所

-

-

活動内容④
（アクティビティ）

孤独・孤立対策担い手育成支援事業（孤独・孤立対策推進交付金）

↓

活動目標及び活動実績
④

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

孤独・孤立対策に取り組む地域のNPO
等を支援する中間支援組織に対し補助
を行う。

補助件数
活動実績 件 - - - - -

当初見込み 件 - - - - 10

↓
成果目標④-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

新しい政策分野である孤独・孤立対策の推進に当たっては、地域のNPO等の幅広い取組が重要であり、これらの団体の活動基盤強化等への支援を行う中間支援
組織の参画が不可欠であるため｡

成果目標及び成果実績
④-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

6 年度

全国各地において、採択された中間支
援組織による地域のNPO等への支援が
行われる。

支援された地域のNPO等の
数

成果実績 団体 - - - -

目標値 団体 - - - 50

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

↓
成果目標④-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

中間支援組織から支援を受けた地域のNPO等が継続的に孤独・孤立対策に取り組むことが重要であるため。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

成果目標及び成果実績
④-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

- 年度

支援を受けた地域のNPO等の運営能
力が向上し、継続的に孤独・孤立対策
を実施する。

-

- - - -

目標値 団体 - - - -

達成度 ％ - - - -

成果実績 団体

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ④について定性的なアウトカムを設定している理由

地域のNPO等が継続的に孤独・孤立対策を実施することによる効果を定量的なアウトカムで示すことは困難なため。

アクティビティ④についてアウトカムが複数設定できない理由

-



改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

平成26年度

備考

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度

平成25年度

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

-

（選択してください）

（選択してください）

平成30年度

平成23年度

-

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

令和元年度

平成28年度

平成29年度

令和3年度

平成27年度

令和2年度

令和4年度

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

-

-

目標年度における効果測定に関する評価（令和7年度実施)

-
点検結果 -

-

外部有識者の所見

-



　

支出先上位１０者リスト

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

内閣府

４０８百万円

A. 民間企業

５３百万円

B. 民間団体

３３百万円

C. 地方自治体

２４３百万円

※ 四捨五入の関係で、合計（内閣府）は必ずしも一致しない。

孤独・孤立対策担い手育成支援事業

D. 民間団体

８０百万円

地域孤独・孤立対策推進事業

ＮＰＯ等の連携

孤独・孤立の実態把握に関する全国調査


	行政事業レビューシート



